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平
成
22
年
度
も
５
ヶ
月
が
経
ち
、
春
先
は
町
内
で
「
不
法
投

棄
」
が
多
発
し
ま
し
た
。
不
法
投
棄
は
、
景
観
を
損
う
だ
け
で

な
く
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

原
因
者
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
県
の
指
導
が
行
わ
れ
た
り
、
刑
事
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
し
な
い

さ
せ
な
い
許
さ
な
い

～
美
し
い
町
は
私
た
ち
の
手
で
～

◆４月から６月までの主な不法投棄発生状況 ◆刑罰の内容

時　期 場　所 廃棄物の内容

個人

法人

５年以下の懲役、
１千万円以下の罰金

又はこの併科

１億円以下の罰金

４月上旬 林道 テレビ２台、机２台

４月上旬 池周辺 タイヤ４本、テレビ２台等

４月中旬 町道土手下 子供用三輪車、タイヤ２本、扇風機１台

４月下旬 山林 タイヤ１０本

６月上旬 林道土手下 テレビ１台、可燃指定袋４袋

６月下旬 林道 テレビ１台、ソファー、イス等

○
み
ん
な
で
見
張
ろ
う
！

町
で
は
６
名
の
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
間
通
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
不
法
投
棄
の
多
く
は
山
林

な
ど
人
目
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
て

お
り
撲
滅
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
の
町
は
私
た
ち
で
守
る
た
め
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
た
だ

き
、
未
然
に
防
げ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

地元役員・ボランティアの協力により回収
（可燃16袋、不燃9袋、その他鉄くず、
タイヤ等、大量のゴミが回収されました。）

ポイ捨ての常習箇所
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○
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な

現
場
を
見
か
け
た
ら
…

・
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
突
然
大
き
な
穴
が
掘
ら
れ
た
。

・
早
朝
な
ど
に
ダ
ン
プ
の
通
行
が
多
い
場
所
が

あ
る
。

・
荷
台
に
も
の
を
積
ん
だ
車
が
人
目
の
つ
か
な

い
と
こ
ろ
へ
入
っ
て
い
く
。

・
夜
間
、
重
機
の
音
が
聞
こ
え
る
。

○
自
分
の
土
地
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ

た
ら
…

原
因
者
が
特
定
で
き
な
け
れ
ば
、
土
地
所
有

者
が
管
理
上
の
責
任
で
ゴ
ミ
を
処
分
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
が
さ
れ
や
す
い
の
は
荒
地
に
な
っ

た
田
畑
な
ど
で
す
。
日
頃
か
ら
不
法
投
棄
を
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
…

立
科
町
役
場
　
町
民
課
　

電
話
　
０
２
６
７
（
56
）
２
３
１
１

佐
久
地
方
事
務
所
環
境
課
　

電
話
　
０
２
６
７
（
63
）
３
１
６
６

県
の
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　

電
話
　
０
１
２
０
（
５
３
０
）
３
８
６
　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
然
豊
か
な
立
科
町
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う

環
境
美
化
・
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う

一
般
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

不
法
投
棄
の
多
く
は
粗
大
ゴ
ミ
で
す
。
家

庭
ゴ
ミ
の
中
で
家
具
類
・
台
所
器
具
・
ス
ト

ー
ブ
・
自
転
車
等
は
粗
大
ゴ
ミ
で
す
の
で
、

野
焼
き
、
地
中
に
埋
め
る
、
山
中
に
捨
て
る

等
の
行
為
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
は
収
集
日
に
手
数
料
を
支
払
っ

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
不
法
投
棄

家
庭
電
化
製
品
の
中
で
冷
蔵
庫
・
テ
レ

ビ
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
は

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
製
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
地
中
に
埋
め
た
り
、
山

中
に
捨
て
る
等
の
行
為
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
小
売
店
な
ど
で
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
を
支
払
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

生
産
工
場
や
工
事
現
場
、
家
屋
解
体
な
ど

か
ら
出
る
廃
棄
物
は
す
べ
て
産
業
廃
棄
物
で

す
。
野
焼
き
、
地
中
に
埋
め
る
、
山
中
に
捨

て
る
等
の
行
為
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
処
分
す
る
に
は
、
許
可
の
あ
る

業
者
の
所
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
廃
棄
物
の
分
別

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
は

一
般
廃
棄
物
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
す

際
は
環
境
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
、
引

き
続
き
正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ポ
イ
捨
て
禁
止

道
路
添
い
の
草
む
ら
や
田
畑
の
あ
ぜ
に
空

き
缶
・
空
き
び
ん
・
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
空
き
袋

な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
て
、
草
刈
の
と
き
な
ど

に
障
害
と
な
り
腹
立
た
し
く
感
じ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

缶
の
一
つ
く
ら
い
…
　
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
く

ら
い
…
と
い
っ
た
安
易
な
行
為
が
大
変
な
迷
惑

行
為
で
あ
り
、
環
境
美
化
を
損
ね
る
大
き
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

ペ
ッ
ト
の
散
歩
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
フ

ン
の
後
始
末
は
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
最
近
迷
い
犬
が
増
え
て
い
ま
す
。
つ

な
ぎ
元
や
ク
サ
リ
は
定
期
的
に
点
検
を
し
ま
し

ょ
う
。

家
庭
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、空
き
缶
・吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
、犬
や
猫
の
フ
ン
な
ど
私

た
ち
が
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
で
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
浄
化
の
方
策
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
町
に
住
む
こ
と
は
誰
も
が
望
ん
で
い
る
こ
と
で
す
し
、美
し
く
住
み
よ

い
環
境
を
保
つ
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
は
私
た
ち
住
民
の
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

環
境
保
健
係
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通交 安全

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

地域の安全は
地域で守る

長
引
く
景
気
低
迷
や
超
低
金
利
等
の
社

会
情
勢
を
反
映
し
、
「
元
本
保
証
」
「
高

配
当
」
「
必
ず
儲
か
る
」
と
い
っ
た
、
う

た
い
文
句
で
事
業
へ
の
投
資
（
フ
ァ
ン

ド
）
な
ど
の
名
目
で
多
額
の
現
金
を
騙
し

取
り
ま
す
。

危
な
い
投
資
話
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
お
か
し
な
「
投
資
話
」
の
勧
誘
が
あ

っ
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
被
害

に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
判
断
に
迷
う
場

儲
け
話
に
は
罠
が
あ
る
！

○
運
動
の
基
本

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
死
亡
事
故
は
、全
体
の
７
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
！

・
信
号
機
や
一
時
停
止
標
識
の
見
落
と
し
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
70
歳
以
上
の
運
転
者
は
、
自
動
車
に
高
齢
運

転
者
標
識
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
重
点

１
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
は
、約

８
割
が
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

夕
方
や
夜
間
に
な
る
と
、車
の
運
転
者
か
ら

歩
行
者
が
見
え
に
く
く
な
り
危
険
で
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
、明
る
い
服
装

と
反
射
材
の
活
用
に
よ
り
、運
転
者
か
ら
発
見

さ
れ
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日（
火
）か
ら
30
日（
木
）ま
で

○
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

“
信
濃
路
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
走
る
み
ち
。
”

２
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベル
ト
は
生
死
を
分
け
る
命
綱
。
運
転

席
・
助
手
席
の
ほ
か
後
部
座
席
も
シ
ー
ト
ベル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。（
高
速
道
路
で
の
後
部

席
不
着
用
は
、違
反
点
数
１
点
）

ま
た
、大
切
な
お
子
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め

に
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

３
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

歩
行
中
に
被
害
に
遭
う
事
故
は
、
身
近
な

生
活
道
路
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

歩
行
者
は
、
横
断
歩
道
を
利
用
し
、
横
断

中
も
車
が
近
づ
い
て
い
な
い
か
安
全
を
十
分
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
運
転
者
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
・
電
動
車
い
す
利
用
者
に
は
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

４
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事

故
が
い
ま
だ
に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

飲
酒
運
転
防
止
の
た
め
、「
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

合
に
は
、
家
族
や
警
察
署
な
ど
に
す
ぐ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
危
な
い
投
資
話
の
特
徴
】

・
多
種
多
様
な
投
資
話
が
あ
た
か
も
実
現
す

る
か
の
よ
う
に
装
い
、
出
資
を
募
り
ま
す
。

・
直
接
確
認
で
き
な
い
海
外
事
業
へ
の
投
資

話
が
目
立
ち
ま
す
。

・
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
有
名
人
を
広
告

塔
に
利
用
し
、
安
心
感
を
演
出
し
ま
す
。

・
な
じ
み
の
な
い
専
門
用
語
を
多
く
使
い
ま

す
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
「
元
本
保
証
・
高
配
当
・
必
ず
儲
か
る
」

話
は
絶
対
に
な
い
。

・
海
外
へ
の
投
資
話
に
は
要
注
意
。

・
見
せ
か
け
の
「
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

・
契
約
の
前
に
必
ず
家
族
や
知
人
に
相
談
す

る
。

庶務係

｢ハンドルキーパー運動｣とは
自動車等で仲間と飲食店な

どへ行く場合に、お酒を飲ま
ない人(ハンドルキーパー)を
決め、その人が仲間を自宅ま
で送り届ける運動です。
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●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的

な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初

の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査

で
す
。

●
調
査
結
果
は
、
様
々
な
法
令
で
使
わ
れ
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

●
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し

て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ

て
封
を
し
て
調
査
員
に
渡
し
て
い
た
だ
く

か
、
町
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
記
入
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
】

●
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
の
作
成
に
関
連
す
る
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
月
よ
り

な
が
の
子
育
て

家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す

た
てし
な
ス
マイ
ル
交
通

運
休
便

立
科
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
町
づ
く
り
推
進
係
）

こ
の
事
業
は
、
少
子
化
の
中
、
子
育
て
家
庭

を
地
域
全
体
で
応
援
す
る
事
業
で
「
子
育
て
応

援
県
民
会
議
」
で
各
市
町
村
に
趣
旨
を
呼
び
か

け
、
立
科
町
も
各
商
店
、
企
業
、
施
設
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
得
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

【
事
業
の
概
要
】

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
は
０
歳
か
ら
18
歳
未
満

の
子
ど
も
（
18
歳
に
達
す
る
年
度
の
３
月
末
ま

で
）
が
１
人
以
上
い
る
世
帯
に
交
付
（
カ
ー
ド

の
交
付
は
９
月
末
ま
で
に
世
帯
主
宛
に
送
付
予

定
で
す
。
）
さ
れ
、
各
世
帯
は
協
賛
店
舗
で
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
、
割
引
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
な
が
の
子

育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
協
賛
店
」
の

ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
お
店
が
協
賛
店
で

す
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
確
認
し
て
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
割
引
・
特
典
内
容
は
各
店
舗
等
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
例
】

・
商
品
の
５
％
割
引

・
２
０
０
０
円
以
上
の
購
入
で
１
０
０
円
引
き

・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
２
倍
　

・
優
待
券
、
抽
選
券
の
進
呈

・
子
ど
も
に
対
す
る
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
お
菓

福
祉
係

次
の
と
お
り
運
休
便
が
あ
り
ま
す
。

【
西
回
り
線
・
東
・
南
回
り
線
】

○
９
月
12
日
（
日
）
　
全
便
運
休

○
９
月
20
日
（
月
）
　
全
便
運
休

※
時
刻
表
に
も
掲
載
し
て
あ
る
と
お
り
、
10
月

１
日
か
ら
、
西
回
り
線
の
第
７
便
と
東
・
南
回

り
線
の
第
５
便
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

平
成
22
年
10
月
１
日

国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す

庶
務
係

子
な
ど
無
料
サ
ー
ビ
ス

・
子
ど
も
の
遊
び
場
の
利
用
な
ど

【
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
】

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
３
月
31
日

【
立
科
町
協
賛
店
舗
（
７
月
現
在
）】

・
ペ
ン
シ
ョ
ン
暖
／（
株
）エ
ー
ス

東
信
日
軽（
株
）／
蓼
科
ビ
ー
ナ
ス
農
場

白
樺
高
原
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
／
と
き
ん
亭

※
現
在
、
県
内
の
26
市
町
村
の
協
賛
店
有
り

次
の
協
賛
店
舗
検
索
サ
イ
ト
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
用
検
索
サ
イ
ト
　

http://pass.nagano-kosodate.net/

議会本会議の傍聴を希望される
方は、当日開会の30分前から受付
をしますので、お出かけください。

また、常任委員会の傍聴を希望
される方は、議会事務局へご連絡
ください。

６日（月） 午前 10時 本会議（提案説明）
７日（火） 午前 10時 本会議（提案説明・決算審査報告）
８日（水） 午前 10時 本会議（一般質問）
９日（木） 午前 10時 本会議（一般質問）
13日（月） 午前 10時 本会議（質疑）
14日（火） 午前 10時 社会文教常任委員会
15日（水） 午前 10時 総務経済常任委員会
17日（金） 午後 ３時 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

町議会開催
のお知らせ

９月定例会日程
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福
祉
係

敬
老
の
日
式
典

開
催
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ

れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
の
日
の
式
典
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時

９
月
20
日
（
月
）
　
敬
老
の
日

式
　
典

午
前
10
時
～

◇
場
　
所

立
科
町
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
講
演
会

午
前
11
時
～
　

演
題
「
ぼ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

～
認
知
症
の
理
解
と
対
応
～

諏
訪
中
央
病
院
　
高
木
宏
明
氏

◇
演
芸
会

昼
12
時
30
分
～

※
な
お
、
今
年
も
送
迎
バ
ス
が
各
地
区
を
回

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

運
行
時
間
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
支
部
長
さ
ん

等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

立
科
の
味

「
料
理
コン
テ
ス
ト
」

応
募
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

地
域
の
農
畜
産
物
等
を
用
い
て
創
作
し
た
、

「
立
科
ら
し
い
」
自
慢
の
料
理
を
、
ぜ
ひ
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

（
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
。
）

【
募
集
部
門
】(

１)

創
作
郷
土
料
理
の
部

(

２)

菓
子
の
部

(

３)

加
工
品
の
部

（
漬
物
、
ジ
ャ
ム
等
）

【
募
集
期
間
】
９
月
１
日
（
水
）
か
ら

10
月
15
日
（
金
）
ま
で

【
応
募
方
法
】

応
募
要
領
を
ご
覧
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
出
品
申
込
書
は
応
募
要
領
に
添
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
提
出
先
は
、
役
場
農
林
係
で
す
。

※
応
募
要
領
は
、
役
場
農
林
係
又
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
農
林
係
へ
請

求
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。
）

【
審
　
　
査
】
11
月
７
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

役
場
大
会
議
室

【
表
　
　
彰
】
11
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
　

役
場
駐
車
場
（
商
工
祭
会
場
）

部
門
ご
と
に
、
最
優
秀
賞
（
立
科
町
長
賞
）

１
点
、
優
秀
賞
２
点
（
佐
久
浅
間
農
業
協
同
組

合
長
賞
１
点
、
立
科
町
農
業
委
員
会
長
賞
１

点
）
、
応
募
者
全
員
（
除
入
賞
者
）
に
参
加
賞

を
贈
呈

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

創
作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
企
画
委
員
会

（
役
場
農
林
係
内
）

立
科
町
林
業
応
援
隊
よ
り

林
業
相
談
会
の

開
催
につ
い
て

立
科
町
林
業
応
援
隊
で
は
、
次
に
よ
り
林
業

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
山
林
の
手
入
れ
な
ど

で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
会
以
外
で
も
相
談
を
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
役
場
農
林
係
ま
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

◇
日
時
10
月
８
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
30
分
ま
で

◇
場
所
役
場
中
会
議
室

農
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た

立
科
町
で
は
、
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
の

利
用
集
積
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
経
営
農
地
は

分
散
し
て
お
り
、
効
率
的
に
利
用
で
き
る
状
況

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
担
い
手
の
育
成
や
優

良
農
地
の
確
保
、
さ
ら
に
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
等
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
農
地
の
利
用
集
積
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
と
は
、
昨
年
の

農
地
法
改
正
に
伴
う
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
改
正
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
事
業
で
、
農
地

を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
面
的
に
ま
と
め

て
担
い
手
に
貸
付
け
る
仕
組
み
で
す
。

事
業
の
実
施
主
体
が
農
地
所
有
者
か
ら
農
地

の
貸
付
な
ど
の
委
任
を
受
け
、
利
用
者
へ
ま
と

ま
っ
た
か
た
ち
で
貸
付
を
行
い
ま
す
。
立
科
町

で
は
、
実
施
主
体
は
佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合

で
、
立
科
町
全
域
が
実
施
区
域
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
林
係
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国
民
健
康
保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

こ
の
10
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
証
が

更
新
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
下
旬
に
新
し
い
保
険

証
を
郵
送
に
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
記
載

内
容
を
確
認
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
の
保
険
証
（
一
般
用：
緑

色
、
退
職
用：

オ
レ
ン
ジ
色
）
は
有
効
期
限

（
９
月
30
日
）
が
切
れ
、
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

本
年
の
新
し
い
保
険
証
の
色
は
一
般
用
が
藤

色
、
退
職
者
用
が
黄
色
で
す
。

今
回
よ
り
保
険
証
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思
表

示
欄
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
受
給
者
証
（
若
竹
色
）
を
お
持

ち
の
方
は
、
保
険
証
と
併
せ
て
医
療
機
関
の
窓

口
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

乳
房
検
診
は

あ
な
た
の
味
方
で
す

～
乳
房
検
診
の
お
知
ら
せ
～

乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
で
治
癒
す
る
確
立
が

高
い
が
ん
で
す
。
早
期
発
見
に
は
、
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
と
定
期
健
診
が
大
切
で
す
。
「
ま
だ
私

に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
な
30
歳
代
か

ら
40
歳
代
で
乳
が
ん
に
か
か
る
割
合
が
急
増
し

ま
す
。
乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
30
歳
代
は
超
音

波
検
診
、
40
歳
以
上
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

が
有
効
で
す
。

町
で
は
、
次
の
日
程
で
乳
房
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

い
ず
れ
も
予
約
制
で
す
。
申
込
み
を
さ
れ
た

方
に
、
予
約
時
間
等
の
案
内
通
知
を
い
た
し
ま

す
。

【
超
音
波
検
診
】

◇
実
施
日

10
月
４
日
（
月
）

◇
対
象
者

30
～
39
歳
女
性

◇
内
　
容

超
音
波

◇
料
　
金

１
０
０
０
円

【
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
】

◇
実
施
日

10
月
４
日
（
月
）
・
５
日
（
火
）

◇
対
象
者

40
歳
以
上
女
性
　

偶
数
年
齢
の
方

◇
内
　
容

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
２
方
向
撮
影

※
受
診
間
隔
　
２
年
に
１
回

◇
料
　
金

２
０
０
０
円

※
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
10
月

６
日
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
は
実
施
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

献
血
は
、
病
気
や
け
が
で
血
液
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
さ
ん
を
、
皆
で
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
あ
な
た
の
生
き
る
力
を
、
誰
か
の
生
き
る

力
に
変
え
る
献
血
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
が
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

◇
期
　
　
日
９
月
21
日
（
火
）

◇
受
付
時
間
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分

◇
会
　
　
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

機
能
訓
練
室

◇
持
ち
物

・
献
血
カ
ー
ド
（
手
帳
）

・
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

の
で
き
る
も
の
。環

境
保
健
係

町
づ
く
り
推
進
係

江
戸
時
代
よ
り
旅
人
を

見
守
り
続
け
る「
笠
取
峠

の
松
並
木
」、中
山
道
26
番

目
の
宿
で
あ
る「
芦
田

宿
」、昔
日
の
面
影
を
残
す

「
茂
田
井
間
の
宿
」の
秋

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

昼
食
は
、「
皇
女
和
宮
」が
芦
田
宿
で
取
っ
た

と
さ
れ
る
昼
食
素
材
を
活
か
し
た
特
製「
和
宮

御
膳
弁
当
」を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
く
ス

タ
ッ
フ
も
同
時
募
集
中
で
す
。

◇
日
　
　
時

10
月
23
日(

土)

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

◇
集
　
　
合

午
前
９
時
30
分
立
科
町
役
場
前

◇
コ
ー
ス

中
山
道
笠
取
峠
～
芦
田
宿
～

茂
田
井
間
の
宿（
約
６
km
）

◇
参
加
費

３
０
０
０
円

（
昼
食
、イ
ベ
ン
ト
保
険
、お
土
産
含
む
）

◇
募
集
人
数

先
着
１
３
０
名

◇
募
集
期
間

９
月
30
日(

木)

ま
で

◇
お
申
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　

「
た
て
し
な
の
中
山
道
を
歩
く
」実
行
委
員
会

（
立
科
町
役
場
　
町
づ
く
り
推
進
係
内
）

～
中
山
道
ウォー
キン
グ
in

た
て
し
な
～
参
加
者
募
集
中

新しい保険証（一般用：藤色）
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あなたの血圧は大丈夫？②
保 健 ニ ュ ー ス

高血圧が引き起こす病気

高血圧の状態が長く続くと、血管内の壁が厚くな
り、弾力を失います。また、血管は狭くなることで
傷つきやすくなり、その傷にコレステロールなどが
たまることで動脈硬化を招き、さらに高血圧を悪化
させるという悪循環を引き起こします。この状態が
放置されると、知らず知らずのうちに命にかかわる
病気が進行していきます。

どうして高血圧になるの？

高血圧には、ホルモンの異常など内科的疾患によ
る「二次性高血圧」と原因が特定できない「本態性
高血圧｣の二種類があります。

血圧は、ホルモンや自律神経、腎臓などによって
調節されて一定の圧力に保たれています。この調節
している機能に病気が起こると、血圧は高くなりま
す。（二次性高血圧）

特に病気がなくても、血圧は一般的に年齢と共に
高くなります。遺伝や加齢に加えて、塩分をたくさ
んとっていたり、喫煙などの生活習慣が重なること
で血圧が上がっていきます。

最近では、肥満や運動不足により内臓脂肪がたま
ると高血圧になりやすいこともわかってきました。

日常生活で高血圧予防

環境保健係

□塩分のとりすぎに注意！
高血圧の人には 6ｇ未満、そうでない方

でも、10ｇ未満を目標にしましょう。
□肥満の予防・改善！

食べすぎや運動不足を解消し、適正体重
を維持しましょう。

□食生活の改善
脂質のとりすぎを改善し、食物繊維の豊

富な野菜の多い食事にしましょう。
□運動習慣

無理なく続けられる軽い運動は、血圧を
安定させる他に、ストレス解消や肥満予防
に役立ちます。高血圧の方が運動を始める
ときは、医師に相談してからにしましょう。

□喫煙・アルコールの取りすぎに注意！
適度な飲酒量は、日本酒なら 1合程度。

□睡眠・休養
ゆっくり休むことやリラックスできる時

間を持つようにしましょう。

※二次性高血圧の方や生活習慣を変えてみて
も血圧が下がらない方は、医師の指示のもと
で治療しましょう。

高血圧と関連して起こる病気
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平成22年度 公民館生涯学習講座 立科町合併55周年記念事業

「55thたてしな探検隊・すずらん学級」開催中！
ゴーゴー

第
13
回
歴
史
を
学
び
自
然
を

観
察
す
る
教
室

（
町
を
潤
す
蓼
科
山
麓
の
森
と
水
）

日
時

９
月
25
日
（
土
）
午
前
７
時
20
分
受
付

集
合
　
中
央
公
民
館
前

行
先

蓼
科
第
一
牧
場
〜
都
立
小
松
川
高
校
寮

〜
塩
沢
堰
〜
宇
山
堰
樅�

�

の
木
出
水
〜
林

道
南
平
線
〜
詰
久
保
〜
樽
ケ
沢
〜
旧
宇

山
堰
石
樋
〜
蓼
科
第
一
牧
場

※
御
柱
伐
採
跡
地
、
用
水
の
流
れ
、

旧
堰
跡
を
見
学
し
、
わ
が
町
を
潤
す
森

と
水
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
（
約
７
㎞

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
す
）

協
力

山
岳
ガ
イ
ド
・
看
護
師

費
用

傷
害
保
険
料
３
０
０
円

定
員

25
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

申
込

９
月
16
日
（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
係

へ
連
絡
願
い
ま
す
。

連
絡
　
参
加
者
が
決
定
次
第
、
詳
細
に
つ
い
て

通
知
を
差
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

※
第
13
回
の
教
室
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
14
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（
ふ
れ
あ
い
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
）

日
時

10
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時
15
分
受
付

集
合
　
権
現
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

内
容
　
連
合
分
館
単
位
に
よ
る
団
体
戦
と
個
人
戦

※
団
体
、
個
人
（
男
女
別
）
と
も
上
位
３
位
ま

で
の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

協
力
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

申
込
　
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
９
月
16
日

（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
係
へ
連
絡
願

い
ま
す
。

※
第
14
回
の
教
室
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
た
て
し
な
八
景
候
補
地
の
募
集
】

ふ
る
さ
と
立
科
は
、
山
紫
水
明
、
風
光
明
媚

な
田
園
及
び
高
原
を
有
し
、
古
東
山
道
や
中
山

道
な
ど
歴
史
の
道
に
関
係
す
る
数
多
く
の
文
化

財
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

す
ず
ら
ん
学
級
で
は
、
わ
が
町
の
歴
史
や
文

化
を
学
び
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
景
観
を
再
認
識

す
る
た
め
、
た
て
し
な
八
景
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
見
慣
れ
て
い
る
自
宅
付
近
か
ら
の
風

景
や
景
観
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
す

ず
ら
ん
学
級
の
八
景
選
定
教
室
に
お
い
て
認
定

さ
れ
た
場
所
は
、
今
後
の
教
室
等
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
た
て
し
な
八
景
確
認
・
選
定
教
室

は
、
10
月
30
日(

土)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
景
観
ポ
イ
ン
ト
等
の
情
報
を
提
供
い

た
だ
け
る
方
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
、
情
報
提
供
は
社

会
教
育
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

第
７
回
か
ら
第
11
回
の
講
座

（
郷
土
史
を
学
ぶ
夏
期
集
中
講

座
）
紹
介

８
月
の
す
ず
ら
ん
学
級
は
、
郷
土
史
を
学
ぶ

夏
期
集
中
講
座
と
し
て
、
５
回
の
シ
リ
ー
ズ
で

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
下
屈
指
の
古
刹
で

あ
る
津
金
寺
の
新
た
な
歴
史
を
学
び
、
地
学
の

分
野
の
検
証
か
ら
歴
史
的
な
経
緯
を
学
び
、
ま

た
、
さ
く
ら
を
愛
し
数
々
の
伝
承
を
残
す
西
行

の
人
間
学
、
蓼
科
地
域
を
避
暑
地
と
学
習
の
場

に
活
用
す
る
草
分
け
と
し
て
、
80
年
余
の
歴
史

を
持
つ
桐
陰
寮
（
筑
波
大
学
附
属
高
校
）
の
歴

史
を
学
び
ま
し
た
。
各
回
と
も
に
約
40
名
の

方
々
が
受
講
さ
れ
、
講
師
が
研
究
す
る
専
門
分

野
に
つ
い
て
、
多
様
な
知
識
を
ご
教
示
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
教
室
開
催
予
定

実
施
済
み
教
室
の
様
子

生涯学習講座すずらん学級では、学級を運営していただく委員の皆様と共に、立科
町がもつ特有の地域素材（歴史・文化・自然等）を多角的に捉

とら

え、合併から 55年を数
える節目の年に、様々な教室を予定し皆様の参加を心よりお待ちしております。

なお、運営計画は講師の都合等により、日程や内容、開催場所等を一部変更する場
合があります。広報、有線放送、行政チャンネルを通じてご案内しますので、ご確認
のうえ参加をお願いします。

すずらん学級運営委員会事務局　教育委員会　社会教育係
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 鼓に踊りにと
 た「立科えんでこ」
 で町民の皆さんの

いていました

たてしな音頭・よさこい立科
皆さんが一体となって、会場中を踊り歩きました

ステージ発表
中学校吹奏楽部と蓼科高校ジャズクラ
ブの皆さんに加え、愛川町のダンスチ
ーム「Ｆｕｎｎｙ」の皆さんもステー
ジに華を添えてくれました

んでこ ８月７日（土）
開催（ ）
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みこしに、太 
盛り上がりを見せ 

会場のあちこち 
笑顔が輝い

こどもも大活躍
こどもみこしでは、今年もアイディアに富んだ
みこしが芦田宿通りを練り歩きました

迫力のみこしと太鼓！
大人みこしと御泉水太鼓で、会場は更
に盛り上がりをみせました

第21回立科え
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人権センター（人権政策推進係） 電話56-0059（直通） 有線5936

『みんなで学ぼう人権』分館学習会へ向けて

人権センター通信
このマークは、㈶人権教
育啓発推進センターが実
施する人権啓発活動のシ
ンボルマークです。

◆ ひ ろ げ よ う 人 権 ◆

平成 22 年度「分館人権同和教育指導者養成講座」
全 3 回がこのほど終了。
「インターネット端末としての携帯電話には“いじ
めの場”“知らない大人と出会う場”といった闇の
部分もあり、文字の向こうにある人間を想像する力
が求められる。その想像力を育てるものが、顔の見
える人間関係･コミュニケーションであり、いざとい
うときに相談できる家族関係が大切」と講師の東信
教育事務所・白鳥郷史指導主事の話に耳を傾けるな
ど、大勢の受講者の皆さんが人権について学び、講
座を通して人権感覚を身につけました。

9 月 3 日から 10 月 29 日の間、各分館において人
権学習会が開催されます。今年度は情報化時代の新
たな人権問題として「インターネットによる人権侵
害」を中心に学びます。

なお、各戸へ日程表を配付し、有線放送等により
随時開催日をお知らせしますので、ご確認のうえ最
寄りの会場へお出かけください。

) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )

人権センターでは、地域住民の交流と
文化･教養･福祉の向上をめざし各種講座
や教室を開催しています。

また、人権に関する相談等も行ってい
ます。お気軽にお問い合わせください。　

●分館人権学習会の日程　
公民館または集会所にて　午後 7 時 30 分～

月　日 対象分館名
9月3日（金） 牛　鹿

4日（土） 滝　神 茂田井
5日（日） 虎御前

10日（金） 柳　沢 大深山
11日（土） 赤　沢 蟹　原
15日（水） 石　川
17日（金） 大　城 真　蒲
18日（土） 西塩沢
24日（金） 五輪久保
25日（土） 平　林
27日（月） 中　原
29日（水） 日　向

10月2日（土） 和　子 藤　沢
6日（水） 蓼　科 日　中
8日（金） 山　部 外　倉
9日（土） 立 石

13日（水） 古　町
14日（木） 塩　沢
15日（金） 町 蟹　窪
16日（土） 野　方
17日（日） 上　房
19日（火） 姥ケ懐
22日（金） 桐　原
24日（日） 細　谷
29日（金） 中尾・美上下

インフォメーション

【9月の教室予定】
◇日時　9 月 28 日（火）　午後 7 時～9 時
◇場所　人権センター 
◇内容　リフォーム小物教室
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テレビ の 功 罪
こうざい

と
望ましい 視 聴

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館又は小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

「
私
に
は
ス
イ
ッ
チ
が
付
い
て
い
ま
す
。
私

が
人
々
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
し
た

と
き
に
は
、
ぜ
ひ
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
私
の
長
所
と
短
所
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
付
い
て
い
ま

す
。
」

も
し
テ
レ
ビ
が
、
単
な
る
情
報
や
娯
楽
な
ど

の
伝
達
媒
体

ば
い
た
い

で
は
な
く
、
意
志
や
感
情
を
有
す

る
存
在
な
ら
ば
、
そ
う
力
説
し
た
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
レ
ビ
が
元
凶

と
さ
れ
る
弊
害

へ
い
が
い

の
多
く
は
、
テ
レ
ビ
自
体
の
問

題
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
側
の
姿
勢

に
よ
っ
て
生
ず
る
か
ら
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
レ
ビ
に
は
、
長
所
（
功
）
も
短
所
（
罪
）

も
あ
り
ま
す
。
大
量
の
情
報
が
居
な
が
ら
に
し

て
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
が
拡
張

さ
れ
、
生
活
に
潤
い
や
励
み
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
半
面
、
長
時
間
の
べ
つ
幕
な
し

に
視
聴
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
悪
影

響
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
う
っ

か
り
し
て
い
ま
す
と
、
い
つ
の
間
に
か
「
テ
レ

ビ
漬
け
」
の
マ
イ
ナ
ス
面
（
罪
）
が
肥
大

ひ
だ
い

し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
の
い
ら
っ
し
�

る
ご
家
庭
で
は
、
「
テ
レ
ビ
の
功
罪
」
と
「
テ

レ
ビ
の
望
ま
し
い
視
聴
」
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
と

も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
考
え
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
に
リ
ー
ド
さ

れ
る
子
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
子
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

世
の
中
に
は
、
と
て
も
好
ま
し
い
と
は
言
え

な
い
不
健
全
な
環
境
が
は
び
こ
り
、
危
険
や

誘
惑

ゆ
う
わ
く

、
欲
望
が
渦う

ず

巻
い
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て

も
「
欲
」
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
人
間
が
築
い
た

社
会
に
諸
悪
が
蔓
延

ま
ん
え
ん

し
て
い
る
の
は
、
残
念
な

が
ら
、
む
し
ろ
至
極

し
ご
く

当
然
で
す
。
し
か
し
、
外

的
環
境
よ
り
も
、
「
悪
」
を
主
体
的
に
乗
り
越

え
て
い
く
、
子
ど
も
た
ち
の
「
心
の
育
ち
」
こ

そ
が
大
切
で
あ
り
、
大
多
数
の
児
童
・
生
徒

は
、
清
濁

せ
い
だ
く

及
び
正
邪

せ
い
じ
�

、
す
な
わ
ち
健
全
で
、
教

育
的
な
環
境
や
体
験
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
と

て
も
健
全
と
は
言
い
難
い
、
悪
し
き
環
境
や
体

験
か
ら
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
学
び
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
確
か
に
テ

レ
ビ
に
は
俗
悪

ぞ
く
あ
く

な
番
組
や
扇
動

せ
ん
ど
う

的
な
報
道
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
犯
罪
の
増
加
や
学
力
の
低

下
は
テ
レ
ビ
が
原
因
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
と
い
う
テ
レ

ビ
へ
の
責
任
転
嫁

て
ん
か

は
、
き
わ
め
て
一
方
的
で
、

客
観
性
を
欠
く
決
め
つ
け
で
す
。
そ
れ
は
、

「
落
ち
る
人
が
い
る
か
ら
、
高
い
建
造
物
を
造

ら
な
い
。
」
「
食
あ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
食
べ
物
を
食
べ
な
い
。
」
と
い
う
本
末
転

倒
し
た
発
想
に
似
て
、
テ
レ
ビ
に
と
っ
て
は
非

常
に
不
本
意
な
決
め
つ
け
と
思
わ
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
「
オ
ン
」
に
す
る
の

も
、
「
オ
フ
」
に
す
る
の
も
人
間
の
判
断
で

す
。
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
と
い
う
ご
く

軽
微
な
労
を
放
棄

ほ
う
き

し
て
お
き
な
が
ら
、
の
み
な

ら
ず
乳
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
に
子
守
り
を

さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
が
子
ど
も
の
成

長
を
阻
害

そ
が
い

し
て
い
る
と
嘆
く
の
は
、
人
間
の
身

勝
手
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
の
悪

影
響
を
案
ず
る
前
に
、
自
分
の
意
志
で
テ
レ
ビ

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
テ
レ
ビ
の
「
罪
」
を
主

体
的
に
回
避

か
い
ひ

し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
人
間
の
分

別
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
及
び
教
育
に
関
す
る
問
題
の
ほ
と
ん

ど
は
、
他
者
に
責
任
や
原
因
を
求
め
ず
、
自
分

の
問
題
と
し
て
自
分
自
身
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
生
き
る
こ
と
の
問
題
の
答
え

は
、
常
に
自
分
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ

ビ
を
悪
者
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
決
し
て
本

質
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
　
　

立
科
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
平
成
21
年
度
末

か
ら
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。
「
テ
レ
ビ
の
声
よ
り
、
家
族
の
声
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
食
事
の
時
間
は
、
テ
レ
ビ

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、
親
子
で
た
く
さ
ん
会

話
を
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
話
を
た
く
さ
ん

聴
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

立
科
小
学
校
の
保
護
者
の
方
が
、
今
日
の
切

実
な
教
育
課
題
で
あ
る
「
子
ど
も
の
テ
レ
ビ
視

聴
問
題
」
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
真
摯

し
ん
し

に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
覚
え
ま
す
。

既す
で

に
実
践

じ
っ
せ
ん

さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
が
多
い
と
存

じ
ま
す
が
、
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」
が
、
立
科

町
の
各
ご
家
庭
で
定
着
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。
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い
よ
い
よ
今
年
の
10
月
か
ら
12
月
ま
で
、
Ｊ

Ｒ
各
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
始
ま
り
ま
す
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
目
的
地
・
行
き

先
）
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
宣
伝
）
の
合
成
語
で

信
州
を
目
的
に
し
た
旅
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

○
信
州
は
、
歩
く
ほ
ど
発
見
が
あ
る
「
未
知
な

る
道
」
の
宝
庫
で
す
。

○
山
歩
き
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
の
「
自
然
の
中

の
歩
き
」
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
歴
史
文
化

や
生
活
に
触
れ
る
「
ま
ち
な
か
歩
き
」
な
ど
も

広
く
紹
介
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
信
州
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

○
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
信
州
の
山
並
み
と
楽
し
げ

に
歩
く
人
々
の
脚
を
図
案
化
し
ま
し
た
。
遠
近

感
を
出
す
こ
と
で
そ
の
先
に
あ
る
「
未
知
な
る

魅
力
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
立
科
町
に

お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
、
「
歩
く
」
を
テ
ー
マ

に
御
泉
水
自
然
園
遊
歩
道
や
女
神
湖
周
遊
道

路
、
御
柱
の
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
蓼
科

牧
場
か
ら
朝
日
の
丘
公
園
、
蓼
科
山
登
山
、
中

山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
広
く
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
友
人
、
知
人
、
ご
親
戚
の
皆
様

に
、
ぜ
ひ
秋
の
紅
葉
の
立
科
町
へ
お
越
し
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

便
り

白
樺
高
原

白
樺
高
原
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー

電
話
55
ー
６
２
０
１

『大きなおはなし会』
読書への意識が高まりつつある中で、２０１０年を

「国民読書年」と定め、地域にふさわしい読書推進活
動が展開されています。

当町でも、地域の皆さんに親しまれる図書室づくり
に向けての取り組みのひとつとして、また利用者の皆
さんへのサービス向上を図ることを目的に、１０月の
稼動を目指し、図書システムの導入準備を進めている
ところです。

そこで、公民館図書室では、図書システムの１０月
稼動に併せて、町内にある読み聞かせグループ等の皆
さんと共に、次により『大きなおはなし会』を計画し
ています。

言葉の大切さや本の魅力を伝えていきたいという熱
い思いを皆さんに感じていただきたいと思います。

入場は無料ですので、多くの皆さんのお越しをお待
ちしております。

日　時　　１０月３日（日）午後１時　【予定】
場　所　　中央公民館
内　容　　図書システム稼動式及び町内読み聞かせ

グループ等による発表

日　時 9月29日(水)　午前１０時３０分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0歳児〜
テーマ ♪むしのこえ♪

乳幼児のための
おはなし会

〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線 4000

システム導入に伴う整理期間中のため、図書室は、
ただいまお休み中です。ご不便をおかけしますが、
１０月までお待ちください。

何回かお願いしていますが、本の返却を忘れていま
せんか。図書室はお休みですが、図書室前にある返却
ボックスはご利用いただけますので、よろしくお願い
いたします。

利用者カードの申し込みをしてください。システム
化に伴い、図書室を利用される方は必要となります。

詳しくは、中央公民館へお問い合わせください。

じゃあ、読もう。

キャンペーン
キャラクター
「アルクマ｣
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私
が
立
科
町
（
当
時
芦
田
村
）
を
離

れ
た
の
は
昭
和
28
年
で
、
世
の
中
は
太

平
洋
戦
争
終
戦
後
の
復
興
が
軌
道
に
乗

り
始
め
て
は
い
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
食

料
を
は
じ
め
物
資
は
配
給
制
が
残
っ
て

お
り
ま
し
た
。
化
学
繊
維
の
発
明
・
改

良
が
進
み
、
農
家
の
出
来
秋
ま
で
の
貴

重
な
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
養
蚕
業
は

次
第
に
衰
退
し
て
い
き
、
皆
さ
ん
の
生

活
と
そ
の
将
来
展
望
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
し
た
。

目
を
移
し
て
白
樺
高
原
の
方
を
見
る

と
、
蓼
科
（
第
一
）
牧
場
は
放
牧
者
の

た
め
（
？
）
の
宿
舎
と
、
管
理
棟
が
あ

っ
た
の
み
で
、
人
家
ら
し
き
も
の
は
全

く
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
白
樺
湖

の
周
囲
は
小
さ
な
小
屋
が
二
つ
ば
か
り

あ
っ
た
の
み
で
一
面
草
原
で
し
た
。
女

神
湖
は
当
時
「
赤
沼
」
と
呼
ば
れ
る
湿

地
帯
で
、
も
ち
ろ
ん
人
家
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

世
の
中
の
人
々
は
そ
の
日
の
食
料
を

確
保
す
る
こ
と
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
状

況
で
し
た
の
で
、
今
日
の
よ
う
な
観
光

地
の
開
発
が
進
む
こ
と
な
ど
は
想
像
も

つ
か
ず
、
こ
の
村
の
将
来
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
か
、
と
少
年
の
私
の
心
を
悩

ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
立
科
町
の
皆
様
の
文
字
通

り
血
み
ど
ろ
汗
み
ど
ろ
の
ご
努
力
で
今

日
の
見
事
な
立
科
町
が
築
き
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
我
々
は
心
か
ら
感
動
し
、
深

甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
ば
か
り
で
す
。

「
出
身
地
は
？
」
と
聞
か
れ
て
「
た

て
し
な
で
す
」
と
堂
々
と
答
え
ら
れ
る

誇
り
に
満
ち
た
自
信
は
、
郷
里
の
皆
様

の
永
年
に
わ
た
る
ご
努
力
の
積
み
重
ね

に
よ
る
も
の
と
た
だ
た
だ
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

立
科
町
ご
当
局
の
ご
好
意
に
よ
っ
て

14
回
に
わ
た
っ
て
、
日
常
、
蓼
科
す
ず

ら
ん
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
当
事

者
の
「
リ
レ
ー
随
想
」
で
紙
面
を
穢
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
を
も

っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各

執
筆
者
の
立
科
町
に
対
す
る
並
々
な
ら

ぬ
郷
土
愛
が
運
営
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
様
子
が
、
行
間
か
ら
お
読
み
取
り

い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
臨
み
立
科
町
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
立
科
町
の
皆
々
様
の
ご

健
勝
と
い
や
さ
か
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

最 終 回 蓼科すずらん会 リレー随想
蓼
科
す
ず
ら
ん
会
　
会
長

太
田
幸
男
さ
ん

リ
レ
ー
随
想
を
終
わ
る
に
当
た
っ
て

池の平の上から白樺湖を望む（昭和27年8月1日撮影）

蓼科牧場ゲート（今の蓼科牧場バス停の上当
たり）　
（昭和 27年 8月 1日撮影）

母校（芦田小・中学校）遠景（現在の
立科町役場のあるところ。現在の役場
の裏からＪＡ売店の方角で撮影）　
（昭和 27年 10月 19日撮影）

第
35
回
女
神
湖
歩
け
歩
け
大
会
を
10
月
10
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

紅
葉
の
美
し
い
秋
の
一
日
を
権
現
山
運
動
公

園
か
ら
女
神
湖
ま
で
の
20
㎞
コ
ー
ス
と
陣
内
か

ら
女
神
湖
ま
で
の
10
㎞
コ
ー
ス
を
お
友
達
や
ご

家
族
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
希
望
の
方
は
、
９
月
30
日
（
木
）
ま
で

に
、
社
会
教
育
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
１
人
　
５
０
０
円

（
完
歩
賞
と
し
て
完
歩
手
形
が
あ
り
ま
す
）

な
お
、
当
日
の
参
加
申
込
み
は
、
行
い
ま
せ

ん
の
で
、必
ず
事
前
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

第
35
回
女
神
湖
歩
け
歩
け
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

社
会
教
育
係



広報たてしな／22 年 9 月◆ 16

・
貸
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に
関
す
る
相
談

・
中
小
企
業
法
務
に
関
す
る
相
談

・
そ
の
他

※
長
野
県
司
法
書
士
会
が
行
う
相
談
会
等
の
案

内
に
携
帯
電
話
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
　

お
問
い
合
わ
せ
◆

長
野
県
司
法
書
士
会
　
佐
久
支
部

電
話
　
０
２
６
７
（
65
）
８
４
１
８

QRコード
（相談会等の案内）

法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会
で
は
、
毎
年

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
公
証

週
間
」
と
定
め
、
皆
さ
ん
に
公
証
制
度
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
の
制
度
の

ご
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

公
証
制
度
は
、
日
常
生
活
の
中
で
揉
め
ご
と

が
起
き
な
い
よ
う
、
法
律
上
の
権
利
や
義
務
を

明
確
に
し
、
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
証
書
を
作
成
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
、
一

定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度
で

す
。こ

の
公
証
事
務
を
担
当
す
る
公
証
人
は
、
判

事
、
検
事
、
法
務
事
務
官
な
ど
を
長
く
務
め
た

法
律
実
務
の
経
験
豊
か
な
者
の
中
か
ら
法
務
大

臣
が
任
命
し
た
法
律
の
専
門
家
で
す
。

次
の
よ
う
な
約
束
ご
と
に
は
公
正
証
書
の
作

成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
遺
言
　

○
お
金
の
貸
し
借
り
　

○
土
地
や
家
な
ど
の
不
動
産
の
貸
し
借
り
　

○
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料
等
の
支
払
い

○
任
意
後
見
契
約

大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
公
正
証
書
は

皆
さ
ん
の
権
利
を
正
し
く
確
実
に
守
り
ま
す
。

最
寄
り
の
公
証
役
場
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

佐
久
公
証
役
場
　
　

佐
久
市
佐
久
平
駅
北
26
番
地
７
　

藤
ビ
ル
２
階

電
話
　
０
２
６
７
（
54
）
８
３
０
５

上
田
公
証
役
場
　
　

上
田
市
中
央
西
１-

15-

32

富
国
生
命
上
田
ビ
ル

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
５
４
７
７

県
下
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
法
の
日
を
中
心
に
、
県
下
全
市
町
村
に

お
い
て
「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」
が
実
施

さ
れ
、
立
科
町
で
は
、
次
の
と
お
り
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
◆
10
月
４
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所
◆
立
科
町
中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

相
談
内
容
◆

・
不
動
産
の
登
記
、
会
社
（
法
人
）
の
登
記
に

関
す
る
相
談

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多
重
債
務
に
関
す

る
相
談

・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
財
産
管
理
に
関
す
る

相
談

・
相
続
に
関
す
る
相
談

・
不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引
に
関
す
る

相
談

・
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
作
成
に
関
す
る
相
談

・
借
地
・
借
家
に
関
す
る
相
談

・
悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
相
談

「
公
証
週
間
」に
つ
い
て

立
科
町「
地
域
ブ
ラン
ド
研
究
」フォー
ラ
ム

聞
い
て
得
し
て
！

立
科
町
の「
見
か
た
」と

「
魅
せ
か
た
」を
開
催
し
ま
す

９
月
26
日
（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

町
で
は
、地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
た
め
、信
州
大
学
、長
野
大
学

と
共
同
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、皆
さ
ん
が

ふ
だ
ん
意
識
し
て
い
な
い
町
の
魅
力
や
、

忘
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
地
域
資
源
の

「
見
か
た
」を
学
び
、地
域
の
内
外
の
人
々

に「
魅
せ
る
」方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

当
日
は
、信
州
大
学
及
び
長
野
大
学
で

町
の
地
域
資
源
の
研
究
を
し
て
い
る
研
究

者
や
、町
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
お
迎
え
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　

立
科
町
未
来
創
造
塾
事
務
局

信
州
大
学
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
オ
フ
ィ
ス

０
２
６
３（
37
）２
０
７
５

ま
た
は
　
役
場
町
づ
く
り
推
進
係



■立科町のデータ 7月

8月1日現在 （ ）内は前月比　2010年7月1日〜7月31日

人口 7,970（-3） 出生 3

男 3,910（0） 死亡 5

女 4,060（-3） 転入 10

世帯数 2,792（0） 転出 11

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月〜7 月の累計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 4 10 4 0 3 2 30 2 40

立科町 0
（0）

1
（2）

1
（7）

0
（0）

1
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（12）

■ 立科町の気象 （7 月 1 日〜31 日）
気温 降水量 降水量

（1月〜7 月計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日
今年 23.1℃ 34.2℃／24 日 15.2℃／8 日 227.0mm 794.5mm 183.2時間

最近10年間の平均 22.3℃ 34.2℃／10 年 12.3℃／08 年 163.8mm 606.9mm 147.5時間

種別 7 月中救急出動件数 1月からの件数
急病 21 109

交通事故 4 18
一般負傷 6 35
その他 2 17
合計 33 179

種別 7 月中火災件数 焼損面積 1月からの火災件数
建物火災 0 0㎡ 3
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 1
その他火災 0 0㎡ 0

合計 0 0㎡ 4

■ 火災

■ 救急
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借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
弁
護

士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
者
無
料
相
談

会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

借
金
で
お
困
り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
相
談

窓
口
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

面
接
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

次
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
予
約
受
付
は
８
月
31
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
）

日
時
◆
９
月
10
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

会
場
◆
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
県
上
田
合
同
庁
舎
６
階
）

お
問
い
合
わ
せ
◆

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
　
０
２
６
８
（
27
）
８
５
１
７

多
重
債
務
者

無
料
相
談
会
開
催

１
等
　
１
億
５
０
０
０
万
円
×
13
本

前
後
賞
各
　
５
０
０
０
万
円

２
等
　
１
０
０
０
万
円
×
１
３
０
本

３
等
　
50
万
円
×
１
３
０
０
本

４
等
　
５
万
円
×
２
万
６
０
０
０
本

５
等
　
３
０
０
０
円
×
１
３
０
万
本

秋
祭
り
賞
　
１
万
円
×
39
万
本

発
売
期
間
◆
９
月
27
日
（
月
）
か
ら

10
月
19
日
（
火
）
ま
で

抽
せ
ん
日
◆
10
月
26
日
（
火
）

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。

オ
ー
タ
ム
ジャン
ボ
宝
く
じ
は
、

当
た
り
実
感
の
あ
る

少
額
賞
金
も
豊
富
！

土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

「全
国一斉
表
示
登
記

無
料
相
談
会
」

日
時
◆
10
月
９
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
◆
佐
久
市
　

ジ
ャ
ス
コ
２
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

相
談
内
容
◆
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

の
悩
み
、
土
地
建
物
に
関
す
る
登

記
等
の
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
◆

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

電
話
０
２
６
（
２
３
２
）
４
５
６
６
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5日（日） 岡田医院 望　月 0267-53-2123
武重医院 小諸市 0267-22-0171
矢島医院 小諸市 0267-22-8148
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

12日（日） 川西赤十字病院 望　月 0267-53-3011
小諸病院 小諸市 0267-22-0250
佐藤外科医院 小諸市 0267-22-0334

19日（日） みまき温泉診療所 北御牧 0268-61-6002
おがわクリニック 望　月 0267-53-0162
東小諸クリニック 小諸市 0267-25-8104
栁橋脳神経外科 小諸市 0267-23-6131

20日（月） 国保浅科診療所 浅　科 0267-58-2100
小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070

23日（木） 由井医院 小諸市 0267-22-0327
臼田医院 小諸市 0267-22-0483

26日（日） 栁澤医院 立科町 0267-56-1045
高橋内科医院 小諸市 0267-23-8110
市川医院 小諸市 0267-25-1200
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

10月
3日（日） 岩下医院 立科町 0267-56-3908

小諸南城クリニック 小諸市 0267-26-5222
鈴木医院 小諸市 0267-26-1212

10日（日） 中島医院 北御牧 0268-67-2777
鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308
臼田医院 小諸市 0267-22-0483
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

11日（月） 田村医院 小諸市 0267-22-0048
佐々木医院 小諸市 0267-22-0503

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
5日（日） 佐々木歯科医院 御代田町 0267-32-3938

12日（日） ゆみ歯科医院 小諸市 0267-26-2580

19日（日） 山口歯科医院 小諸市 0267-22-0442

20日（月） 田中歯科医院 望　月 0267-53-4682

23日（木） 小林歯科医院 小諸市 0267-25-3708

26日（日） 岡田歯科医院 小諸市 0267-25-4182

10月
3日（日） 土屋歯科医院 軽井沢町 0267-45-4512

10日（日） 小池歯科医院 小諸市 0267-22-0130

11日（月） もみの木歯科クリニック 立科町 0267-56-0648

◆歯科〈午前9時〜正午〉

月町民カレンダー
９
月
の
納
期

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第４期）
介護保険料：普通徴収（第６期）
後期高齢者医療保険料（第３期）

休 日 緊　急　当 番 医

9

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

小学生夏休み作品展（ふるさと交流館）
行事予定

9月3日～5日
4日（土） 男女共同参画地域フォーラムinたてしな

12:00～16:30（老人福祉センター）
7日（火） ３歳児健診：Ｈ19.５月～８月生
8日（水） 公開保育（三葉保育園）10：00～11：00 赤ちゃん相談室（母乳相談）：Ｈ22.６月生

12日（日） ２０１０町民大運動会
13日（月） パパママ教室
14日（火） すくすく教室：Ｈ22.２月～３月生
16日（木） 婦人科検診（～21日）　骨密度検診（及び21日）

※詳細は「広報たてしな８月号」でご確認ください。
17日（金） 無料法律相談　9:00～12:00（老人福祉センター）
18日（土） 立科小学校運動会
20日（月） 敬老の日式典　10:00～（立科町体育センター）

スポーツ少年団町長旗杯野球大会
21日（火） 秋の全国交通安全運動（～30日）
22日（水） 立科町戦没者追悼式

公開保育（千草保育園）10:00～11:00
24日～25日 立科中学校蓼秋祭

26日（日） 立科町「地域ブランド研究」フォーラム
13:30～（老人福祉センター）

10月2日（土） 千草・三葉保育園運動会（※公開保育） １日（金）　　三種混合（２期：１回　小学校６年生）
４日（月）　　乳房検診（超音波検診）
４日～5日 　乳房検診（マンモグラフィ検診）
８日（金）　　ポリオ　１回目：Ｈ22.１月～６月生

２回目：Ｈ21.７月～12月生

3日（日） 国民読書年「大きなおはなし会」
図書システム稼動式

5日（火） すずらん学級マレットゴルフ大会
9日（土） 若草保育園運動会（※公開保育）

10日（日） 第35回女神湖歩け歩け大会

保　　健
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故山越氏は、議会議員として３期12年在職し、その
間副議長、社会文教委員会正副委員長、社会文教委
員等を歴任し、町政進展にご尽力されました。

また、川西保健衛生施設組合議会議員、佐久広域
連合議会議員、立科町土地開発公社理事等の公職も
歴任されました。

平成22年度立科町家族経営協定調印式が７月22
日に行われました。調印式には町長、農業委員会会
長、農業委員が立ち合いました。今回は畜産農家
（山浦さん・矢島さん）の２組６名が新たに「家族
経営協定」を締結しました。
「家族経営協定」とは、経営者とその家族が、経営

方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境
などについて取り決めるものです。

立科町家族経営協定調印式

故　忝井　忝朝禧　氏
故　山越　敏　子　氏　　

叙勲の栄誉

去る６月21日死去された元立科町議会議員忝井忝朝禧氏
(外倉)、６月25日に死去された元立科町議会議員山越敏子氏
（茂田井）に旭日単光章が授与され、８月10日小宮山町長より
ご遺族に伝達されました。

お二人の、その高邁な政治信念と多大な功績が高く評価さ
れました。

相澤　芙美子　さん　（大城）
県民生児童委員協議会長表彰を受賞

故忝井氏は、議会議員として３期12年在職し、その
間副議長、建設農政委員会委員長、総務観光委員会
委員長等を歴任し、町政進展にご尽力されました。

また、川西保健衛生施設組合議会議員、白樺湖下
水道組合議会議員、立科町土地開発公社理事、立科
町森林組合理事等の公職も歴任されました。

立科町民生児童委員協議会の副会長を務められている相澤芙美子さん
が、第21回長野県民生委員児童委員大会において、多年にわたる功労
を讃えられ、永年勤続民生児童委員として表彰されました。

相澤さんは、協議会女性部長及び副会長を歴任され、平成10年12
月から現在まで、長きにわたり町の社会福祉の増進にご尽力いただいて
おります。
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NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

　

二十歳の門出を祝う成人式
８月１５日（日）、二十歳を迎えた若者たちを祝う成人式

が老人福祉センターにおいて行われました。
式典では、町長はじめ来賓の皆様からの激励のことば

を受け、今井三千洋さん（町）が新成人を代表して、「生命の
大切さを改めて認識し、社会に貢献できる人にならなけ
ればならない。」と決意を述べられました。

式典に続き、新成人で構成する実行委員会の企画によ
るアトラクションでは、実行委員自らの御泉水太鼓の披露
で祝賀会を盛り上げ、小中学校時代の恩師のビデオレタ
ーでは、懐かしさから自然と笑みがこぼれていました。

前途洋々たる皆さんのますますのご活躍を期待してい
ます。

少年スポーツ大会 
８月２２日（日）、体育センター及び中学校体育館にて少年スポーツ大会が

開催されました。参加チームは小学生男女混合ドッジボール１８チーム、中学
生男女混合ソフトバレーボール２４チームが出場しました。今年から小学生
の競技種目がドッジボールに変更されましたが、各チーム熱戦を繰り広げ、ど
の試合も見応えのあるものでした。

【小学生男女混合ドッジボール】         
優　勝 茂えろ！ピーチ茂田井           
準優勝 桐原連合Ｂ                      
第３位 宇山連合                      
第３位 牛鹿連合Ａ                      
敢闘賞 山部連合
敢闘賞 ゆうたろうハンター茂田井

【中学生男女混合ソフトバレーボール】
優　勝 牛鹿連合Ａ
準優勝 野方Ｃ
第３位 茂田井Ａ   
第３位 桐原連合Ａ

友好都市青少年交流会
８月７日から９日までの３日間の日程で、愛川町との

青少年交流会が行われました。初日は、町民まつり「立
科えんでこ」にて、こどもみこし・よさこい立科に参加
し、２日目は御泉水自然園でオリエンテーリングをしま
した。　　

愛川町の中学生と立科町の中学生総勢 34 名は交流を
深め、楽しい夏の思い出を作ることができました。


	表紙（立科えんでこ）
	Ｐ２　ゴミの不法投棄はしない　させない　許さない①
	Ｐ３　ゴミの不法投棄はしない　させない　許さない②
	Ｐ４　交通安全・防犯組合だより
	Ｐ５　町からのお知らせ①
	Ｐ６　町からのお知らせ②
	Ｐ７　町からのお知らせ③
	Ｐ８　保健ニュース
	Ｐ９　たてしな探検隊・すずらん学級開催中
	Ｐ１０　えんでこ特集①
	Ｐ１１　えんでこ特集②
	Ｐ１２　人権センター通信
	Ｐ１３　シリーズ　一緒に考えましょう！
	Ｐ１４　白樺高原便り・図書室だより
	Ｐ１５　蓼科すずらん会　リレー随想（最終回）
	Ｐ１６　お知らせ①
	Ｐ１７　お知らせ②・町のデータ
	Ｐ１８　町民カレンダー・休日緊急当番医
	Ｐ１９　叙勲の栄誉・県民生児童委員協議会長表彰
	Ｐ２０　フラッシュニュース

